
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和３年度の目標値達成の見込みと方向付け
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7 有 無

【施策の振り返り】

8

有 無

10

【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】

11

9

本施策の類似性

町民等の外部意見を聴取する仕
組みと反映状況を記載してくださ
い。

・総合振興計画審議会において各委員より意見を聴収し、次年度の当初予算に反映できる体制を整えた。
・本町のまちづくりの基礎である総合振興計画の位置づけと、各施策の意図を意識しながら業務を行うことを意識付けしている。

事業の進捗状況や検証を行う施策は他にない。

自己評価や外部意見を踏まえた
施策全体の今後の方向性

当シートの重要性を理解するとともに、引続き振興計画審議会から意見を聴収する。

本施策の効率性 振興計画審議会において意見を聴収することで、次年度の当初予算要求に反映することができる。

本資料は、適正に作成しました。
担当課長氏名

星　良栄

施策の目的に対して、今まで実施
してきたことはなんですか？

・施策評価を実施し、全体的な管理に努めた。
・ＰＤＣＡサイクルにより、事業検証等を行い効率的な進捗管理を行った。

「２ 成果目標」に対する有効性
（成果が上がった点・問題点）

《成果》

町の将来像である“互いを思いやり、人と自然がやさしさに包まれた、安心と信頼のまち”の具現化に向けた現時点の進捗状況を確
認することができた。

《課題》

・当シートの作成については、依然として「やらされ感」がある。
・中間検証を行い、効率的にＰＤＣＡサイクルを回していく必要がある。

公表 公表 公表

総合振興計画審議会において当シートを活用し意見を聴収す
るとともに、町ホームページによる公表を行った。

① 既に目標
クリア

今後も総合振興計画審議会での活用や町ホームページにおいて公
表を行う。

行政評価結果の公表 - 公表 公表

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①総合振興計画上の目標に対する進捗を管理する行政評価システムを確立する。
②施策の進行管理を行いながら、まちづくりを進める。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①まちの将来像「互いを思いやり、人と自然がやさしさに包まれた、安心と信頼のまち」の実現。

・行政評価による進行管理

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 3 年度作成

基本目標(政策) 5-2 未来を拓く行政経営を行います
関係課・係

基本計画(施策) 5-2-2

目標の柱 5 町民と行政との協働によるまちづくりと未来を拓く行政経営
課 係

主管課・係 総合政策課 企画政策係

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

③ ほぼ目標
値どおり

単位
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

実績値 目標値 実績値 目標値 目標値



12 施策を構成する事務事業

事業費の合計（千円）

①継続 特になし。

01
総合振興計画審

議会

各委員からの意見を、次年度の当初予算要求に反映しやすくなった。

企画政策係

問題 特になし。

対策

事業費

総合政策課

目的 総合振興計画の進捗状況を確認し、住民目線での意見を聴収する。

概要 総合振興計画の進捗状況等を審議会に報告し意見を聴収した。

成果

研修手法を工夫しながら引続き実施していく。
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対策

事業費

目的

概要

問題

対策

事業費
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02
人財育成支援事

業

総合政策課

目的 仕事を進めるうえで重要なＰＤＣＡサイクルを身につける。

概要

企画政策係

問題 体感型の研修は座学よりも飽きることなく受講できるが、楽しさが勝ってしまうことが懸念される。

体感型の研修によってイメージがつけやすく、業務やまちづくりにおいて現状の問題点の把握や解決能力等を学ぶ。

成果
聴く力、伝える力、理解する力や、ＰＤＣＡサイクルを回してより良い成果を出すためのコミュニケーション能力や想像
力、洞察力等も同時に学ぶことができた。

目的

概要

①継続

番
号

事務事業名
（令和３年度新規事業

に★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

令和元年度決算額 令和２年度決算額 令和３年度予算額 令和４年度予算額


